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　　どのように測定しますか？
　　基準値は？

採取した血液を自動血球分析装置にかけると、
赤血球数、ヘモグロビン、ヘマトクリットが同時
に測定できます。基準値と検査の意味を表1に示
しました。これら3項目は並行して変化すること
が多く、それぞれ低い場合は貧血が、高い場合は
多血症や脱水が疑われます。貧血や多血症の診断
には主にヘモグロビンが用いられますので、以降
はヘモグロビンを中心に解説します。

　　ヘモグロビンが低いといわれました。何が考えられますか？
貧血が疑われます。貧血はヘモグロビンが基準値以下に低下した状態を指します

が、貧血の目安は年齢により異なります（表2）。貧血がひどくなると、だるさや
息切れ、動悸などの症状が出てきます。貧血には様々な原因がありますので、健康
診断で「要受診」といわれたときには、内科の受診をおすすめします。
●貧血の種類：もっとも多いのは鉄欠乏性貧血です。他に、巨赤芽球性貧血、再生

不良性貧血などがあります。
●貧血の原因：鉄欠乏性貧血は女性に多くみられ、月経過多や妊娠などが原因とな

ります。男性では、胃潰瘍や大腸がんなどの基礎疾患が隠れている
場合も多く、必要に応じて胃カメラなどの精密検査が行われます。

　　ヘモグロビンが高いといわれました。
　　何が考えられますか？

ヘモグロビンが高い場合、多血症（赤血球増加
症）や脱水の可能性があります。多血症は、血液
が濃くなって血栓ができやすくなる病気です。放
置すると、脳梗塞や心筋梗塞の原因となる場合が
あります。多血症の診断は専門医以外では難しい
ので、健康診断で「要受診」といわれたときに
は、血液内科の受診をおすすめします。

　　赤血球、ヘモグロビン、ヘマトクリットとは？
これらはそれぞれ、血液に含まれる赤血球数、ヘモグ

ロビンの濃度、赤血球の割合を調べる検査です。健康診
断でよく行われる検査の一つであり、貧血かどうかを調
べるのに役立ちます。

赤血球は血液の主成分で、体の中で酸素を運搬する役
割を担っています。これは、赤血球に含まれるヘモグロ
ビン（血色素）の働きによるものです。ヘモグロビン
は、鉄を含むヘムという色素とグロビンというタンパク
質からできています。血液が赤く見えるのは、ヘモグロ
ビンの影響です。
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赤血球、ヘモグロビン、ヘマトクリット
の検査について

●日本臨床検査専門医会：種々の検査を通して診断や治療に役立つ検査結果と関連する
　　　　　　　　　　　　情報を臨床医に提供する臨床検査医の職能団体です。

検査項目
基準値

検査の意味
成人男性 成人女性

赤血球数
（/µL） 427万～570万 376万～500万 一定体積の血液に含ま

れる赤血球の数
ヘモグロビン

（g/dL） 14～18 12～16 一定体積の血液に含ま
れるヘモグロビンの量

ヘマトクリット
（％） 40～52 33.5～45 血液全体に占める赤血

球容積の割合

ヘモグロビン（g/dL）
成人男性 ＜13

成人女性 ＜12

妊婦 ＜11

高齢者 ＜11

　表2. 貧血の目安　

　表1. 赤血球数、ヘモグロビン、ヘマトクリットの基準値　




